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文論
足尾暴動事件
日向野　徳　久
　日清戦争以後，わが国の資本主義の飛躍的な発展にともなって労働争議が
多発したが，明治33年（1900）治安警察法と行政執行法が制定されると，労
働争議は潮の退くように減少した。しかし日露戦争後，独占資本の形成にと
もなって労使の対立が激化するとともに労働争議は自然発生的に増加，明治
40年（1907）には巨大工場や鉱山の罷業や暴動がその頂点に達し，争議件数
57件参加人員5835人にのぼった。それがまたその後一時期労働争議は激減す
るのであるが，40年の争議のさきがけをなしたものは，2月4日から7日に
かけての足尾銅山の坑夫1000名の蜂起であった。
　国家が労働争議を犯罪とみなして規制していた時代，苛酷な労働条件に対
する労働者の不満の蓄積が暴動という形をとって爆発したことは洋の東西を
間わない。
　足尾銅山坑夫の暴動は兇徒聚衆罪をもって裁かれるが，この翌3月に改正
され，41年10月1日より施行された刑法では「騒擾罪」の規定となる「兇徒
聚衆罪」という新律綱令以来の罪名が適用された事件として，この暴動の影
響をうけて，4ヵ月後の6月におこった別子銅山暴動と共に最後のものであ
ったことと，これより7年前の33年（1900〉2月渡良瀬川沿岸の鉱毒被害民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺが大挙上京訴願を企てて弾圧された「川俣事件」が同じく兇徒聚衆罪を適用
されている。一は渡良瀬川の水源池である山奥の銅山で働く労働者たちであ
り，一はその鉱毒の被害に泣く下流沿岸の農民たちである。見方によっては
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対立する立場にすらおかれていたものであったし，発生した時期も7ヵ年の
歳月を隔てているが，しかしやはり足尾銅山を基軸として起った事件であり，
立場を異にしていたはずのものが同じ罪名を適用される事件を起こさねばな
らなかったということに象徴的なものを感ずるのである。
　足尾銅山の暴動直後の3月17日，日本社会党第2回大会において，合法的
な議会政策を主張する田添鉄二ら議会派に対して，直接行動を主張する幸徳
秋水が激しい批判を行ったその演説のなかで，　「田中正造翁は最も尊敬すべ
き人格者である。然るに此田中正造翁が20年間議会に於て叫んだ結果はどれ
丈の反響があったか。諸君あの古河の足尾銅山に指一本さすことが出来なか
ったではないか。然して足尾の労働者は3日間にあれ丈のことをやった。の
みならず一般の権力階級を戦裸せしめたではないか。暴動は悪い，然しなが
ら議会20年の声よりも3日の運動に効力のあったこと丈は認めなければなら
ぬ」と高く評価し，この大会は「我が党は足尾労動者の騒擾に対し遂に軍隊
を動かして之を鎮圧するに至りしを遺憾とし，之を以て甚しき政府の失態な
りと認む」と決議した。このときこれとともに「我が党は現時の社会組織を
根本的に変革して，生産機関を社会の公有と為し」と決議していることとあ
わせて，日本社会党は「安寧秩序土妨害アリト認ムルヲ以テ治安警察法第八
条第二項二依リ其ノ結社ヲ禁止」　（同年2月22日）され，この記事を掲載し
た平民新聞社も告発されて，発行兼編集人石川三四郎は新聞紙条例第三十二
条違犯により軽禁鋼二月の判決（同年3月26日）をうけている。
　　　　ほんさんニう　　つうとうニう　　ニたきこう　足尾には本山坑・通洞坑・小滝坑という三つの坑口があり，小滝には古河
市兵衛の建てた病院と坑夫館があった。坑夫館は飯場を管轄していたが，坑
内に入って鉱石を採掘する坑夫はすべて飯場に所属していた。
　坑夫は直接古河市兵衛に雇われているのではなく飯場に雇われているので
あり，飯場頭が掘り場を全部請負い，坑夫はそれぞれの坑内における採掘を
請負って，その採掘量にしたがって賃金を支払う請負制であった。
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　鉱石の採掘量が賃金に反映する制度は，能率増進の上からきわめて合理的
な仕組みであり，原生的な資本蓄積の過程において，全国から集って来る出
稼的な労働者を，出鉱量の増大という一つの目的のために使役するには当時
としては飯場制度以外には考えられなかったものかも知れない。
足尾の労働者の賃金は，当時の他の労働者の賃金に比して決して低くはな
かった。銅山の労働者といっても，いくつもの職種があり賃金にも差があっ
たが，とくに直接鉱石を採掘する労働に従事する坑夫は，熟練工ともいうべ
き存在で，その賃金は当時としては高賃金であった。しかし中間搾取によっ
て労働者の実質的収入が低下していたとすれば，これを会社の帳簿上は高賃
金を支払っていたことになっていたと言いなおさなければならないことかも
知れない。
明治39年（1906）農商務省鉱山局の「鉱夫待遇事例」によれば，足尾銅山
鉱夫職種別賃金は，
職　　　　種 平均日給 人　　員
坑　　　　夫 72銭5厘 3，358人
支　柱　夫 46銭2厘 905人
選鉱夫 男 40銭4厘 301人女 18銭0厘 270人製　煉　夫 44銭6厘 103人
坑内 43銭2厘 1，816人運搬夫 坑外 48銭5厘 107人
雑　夫
坑内 39銭8厘 679人
坑外 42銭3厘 129人
女 18銭0厘 45人
であり，主要金属鉱山における採鉱夫賃金と比較（同上資料）しても，
鉱　山 平均賃金 鉱夫総数 採鉱夫数
小　坂 1円Ol銭7厘 7，497人 533人別　子 83銭8厘 3，348人 920人足　尾 72銭5厘 12，788人3，358人
日　立 71銭9厘 1，272人 452人尾去沢 63銭9厘 1，892人 454人院　内 61銭0厘 1，071人 254人吉　岡 60銭1厘 1，381人 570人
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加　納 59銭0厘 1，616人 60人
草　倉 57銭9厘 1，367人 298人
生　野 54銭2厘 1，693人 472人
神　岡 53銭2厘 1，766人 472人
と第三位であった。鉱夫総数および採鉱夫数が最も多かったことは，産銅量
すなわち足尾銅山の重要［生を示すものでもある。
　だが飯場制度は飯場頭の中間搾取を生み，出来高制は収賄によって現場員
を肥やす結果となっただけで，とくに日露戦争にともなうインフレーション
は実質賃金を低下させた。
　また坑夫にはよろけ（珪肺）病にかかり，労働不能となったうえ結核を併
　　　　　　　　　　　　せつとふし発して死亡する者も多かった。石刀節に，
　だいく　（坑夫）六年　ふき（熔鉱夫）八年　かかあ（娯）ばかりが五十年
とあるように労働者を短年月に喰いつぶし，常に新たな労働者募集のための
費用を惜しみなくつぎこむ結果となったが，坑夫は飯場頭が傭い，その費用
は飯場頭の負担で，必要に応じて会社は募集費若くは応募の鉱夫及び家族の
旅費を給するというものであったから，飯場頭はその費用の稔出のためにも
中間搾取を強化しなければならず，労働者の積年の怨みはついに暴動となっ
て爆発した。しかもそれが至誠会の活動に危機感をいだいた一部の飯場頭が，
至誠会が起したように見せかけるためとった行動が誘因になったものという。
　北公輔は「足尾銅山坑夫の惨状」と題して読売新聞（明治23年10月28日）
に，
　　坑夫の住する所を飯場と言ふ。坑夫館の管轄に属す。一飯場に坑夫多き
　は五，六十名少なきは二，三十名を容る。起臥飲食皆な此所に於てす。飯
　場に本飯場と下飯場あり。下飯場は本飯場より別れて別に一家を有する者
　　　　　　　　　　　　なづ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべ　なり。一軒に付一人の長あり名けて飯場長と言ふ。坑夫日用の需用品は皆
　て此所にて売る。物品は総て高価なり。煙草の如きは目分量にて之を分配
　するが故に其の少量なる一日二銭の煙草を要す。余が第一に不審に思ひし
　は定価二十銭の煙草を二十三銭若くは二十五銭に売ると，豆腐野菜の類
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　現に目前授受の間に於て之に高利を附し売ること是なり。然れども彼は之
　を売ると言はずして貸与すると言ふ。坑夫の不平は総て需用品の高価なる
　にあり。単に坑夫と言はば坑内にて業に就く者を言へども，其の中に種々
　の区別あり。鉱夫大工掘子等なり。今余が所謂坑夫は掘子の事なり。掘子
　一日に得る所，其の業の難易，時間の長短によりて多少の増減あれども，
　通常二十四銭を以て一日の稼賃とす。二十四銭少なきにあらず，然れ共其
　中より十三銭（後に十二銭五厘とす）飯場料及五分金と唱へ一日一銭二厘
　を引去られ，之に加ふるに草鞍代二足代二銭・油一合三銭五厘・菜代少な
　くも三銭（菜代多きが如しと難ども，飯場より与ふるものは三度共に味噌
　汁にして，之に塩及び醤油を混合するが故に，酸味喰ふべからず，故に掘
　子は別に菜を買求めざるべからず）を費し，喫煙者は成るべく節用して壱
　銭の咽草を用ふるとせば，一日合計二十三銭七厘を要す。余す所は僅か三
　厘に過ぎず，而して給料支払の際稼高より八分の手数料を引去らば得る所
　なきのみならず，借債せざらんとするも得んや。尤も掘子の内にても強健
　者は劇役に服し，一日三十銭若くは三十五，六銭を得る者あり。左れども
　是等は労働度に過ぎ，身体大に疲労を覚へ，其の飯場にあるや飲酒するが
　故に却て借債する者多し。故に飯場にありては無病にして喫姻飲酒共に廃
　するもの，若くは二十四時間なり三十六時間続いて業に就く者にあらずん
　ば，給料の残余を見る能はず。而して余は小滝滞在中一人の続いて労働に
　服する者を見ざりし。　（下略）
とのべている。
　重労働に従事する故，坑夫たちはみな飲酒を好んだ上，バクチが流行して
いた。俗に「ノム・ウッ・カウ」というそれである。彼等は深酒をし，バク
チを打ち，娼婦を買い，窮しては飯場頭から借金をした。飯場頭は金を貸す
ことによって熟練工（坑夫）から高利を取っただけではなく，彼等が他の鉱
山へ移動したり転職しないように自分の飯場へしばりつけておく方便とした。
　現場員とは会社職制の末端に位置づけられ坑夫の中から抜擢されたもので
あった。鉱石を採掘するのに，柔かい岩層の中に富鉱脈があれば能率が上っ
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て高賃金を稼ぐことが出来るし，固い岩層の中にある貧鉱脈を掘ったのでは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きりは体力ばかり消耗して低賃金しか得られない。そこで鉱業所では切羽ごとに出
来高を決め，貧鉱は高い単価，富鉱は低い単価で支払うことにしたが，それ
も現場員の査定にまかされていた。坑夫がどの切羽で採掘するかは現場員の
手配に委ねられていたから，現場員に贈賄しない坑夫は悪条件のところへ配
置されたし，配給の量目をごまかされた。実に現場員は賄賂を贈ればよい切
羽へ廻し，判座員は坑夫の就労時間が遅れた時は一分遅れても罰金をとるが，
賄賂を贈ればこれを見逃し，選鉱係も銅を検査する時賄賂を贈れば有利には
からい，倉庫物品係は頭役と結托して坑夫に渡す油・米等すべての物品の量
目をごまかして，頭役と山分けをした。
　　間代ノ定メ方延尺ノ取方トニヨリ現場員力手加減ヲ為スタメ自然賄賂力
　行ハレテ，甚シキハ現場員ヨリ要求スル由ナルカ，贈賄者ノミ良イ稼キヲ
　与ヘラレルノテ坑夫一般ノ不幸ナリ。其外役員等ハ非常二威張リ殆ンド坑
　夫等ヲ人間視セサル如キ有様ニテ，坑夫二対シテ慈愛心ナシトノ陳述録取，
　高梨修之第一回予審調書二，坑夫等二於テハ逐年物価ノ高直生計ノ困難ナ
　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　ルニ拘ハラス役員ノ収賄盛ニシテ其贈遺二堪ヘス。坑部課・調度課・製煉
　課等ノ現場員ハ皆不相応ノ美衣良食二飽キ，或ハ遊里二流連シ，又ハ妾ヲ
　蓄エル等，殆ンド坑部課長，本山坑場長ヲ除ク外，一人モ収賄セサル者ナ
　シト思フ……。　（兇徒聚衆被告事件裁判「第一審判決」文より）
と，その賄賂体質を物語っている。
　足尾には宇都宮・栃木とならんで監獄があった。明治14年（1881）4月足
尾町杉菜畑に官費をもって建設，同年7月地方税によって賄われることにな
ったが，囚人を銅山で使役するためのものであり，栃木県は銅山の隆盛と共
にその拡張をはかり，明治20年（1887）11月12日より12月11日の第10回通常
県会に，足尾監獄建築費2，117円405，同修繕費24円000を上程，「足尾銅山ノ
鉱業ハ年々隆盛二趣キ遂二今日ノ勢トナリ為メニ四隣人家ヲ以テ囲続シ（中
略）　常人ト密語スルコトモ得（ル）ノ有様ナレバサラニ人家隔絶ノ地ヲ相
シテ建築セントス」といい，「重犯ノ囚徒ヲ遷シ厳役二服サシムルハ懲戒ノ
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道二適シ且経済上大二利益アリ，宇都宮・栃木二比較スルニ囚徒工賃一日平
均2銭余ナルヲ足尾囚徒ハー日平均8銭以上二当レリ」と説明したが，議会
側は，塩谷道博「監獄ノ要旨ハ感化経済懲冶ノ三点ニアリ，然ルニ足尾ハ此
三者ヲ供ヘザルオ以テ新築二同意スルコト能ハズ。外役ノ帰途蕨ヲ採リテ之
ヲ市家二売リ立酒ヲナスアル由到底感化ノ効ヲ見ルコト能ハズ」　塩田奥造
　「モト足尾二監獄ヲ置キタル当初ニアッテハ頗ル適当ノ地タリシニ年一年隆
盛二趣キタルガ為メ今日ノ如ク害ヲ与ヘタルハ全ク古川（注古河市兵衛）ナ
ルモノノ然ラシメタル事ナレバ，古川一巳ニテ尽ス可キ義務ノアル事ニシテ
今更二転築スルモ鉱脈ハ朝夕換ハルモノユエ又々無用二属スルヤモハカルベ
カラズ」　小山田弁助「監獄ノ性質二戻レルカラハ知ラネド古川ノ金儲二御
手伝スルハ地方税ノ性質二戻ラン」　浜野藤一郎「監獄ヲ足尾二置クハ囚徒
感化ノ目的ニアラズ　只労役二就カシメン為二外ナラズ。銅鉱ノ如キハ盛衰
消長ノアルモノナレバ　鉱山事業拡張セシニモ拘ラズ近年大イニ産出高ヲ減
ジ幾分衰頽ノ傾向アリト。果シテ然ラバ永遠囚徒ヲ置ク望ミナク若シ又感化
上害アリトセバ板塀ヲ高クシテ何ゾ新築ノ要アラン云々」　その他野口弥六
郎・岩崎万次郎らが監獄は懲冶遷善を主とすべきで，経済的理由によって置
くものでないと反対論を展開，その他多くの議員が反対，建築費を否決し，
修繕費のみを63円150に増額修正するにとどめた。（「栃木県議会日誌」）
　奇しくもこの時の県会議長は，後年鉱毒事件で足尾銅山鉱業停止を要求し
てたたかう田中正造であった。すでに18年（1885）8月12日付「朝野新報」
は「渡良瀬川の鮎発死，足尾の鉱毒の為か」と報じているが，栃木県議会で
は同年第八回通常県会において「利根川水利改良之建議」をなしたのみにて，
鉱毒はまだ議題となっていない。しかし足尾監獄が「古川ノ金儲ノ手伝」に
すぎないとの主張がなされたことは注目に価する。またこのとき足尾は米麦
野菜等すべて高価とのことであるが，どれほどかとの質問に県側は「足尾在
監囚徒ノ費用ハー日一人平均6銭3厘947余ニシテ，宇都宮在監囚徒ノ費用
ハー日4銭3厘882余」と答えている。足尾の生活費は監獄のような極限の
生活にあっても宇都宮に比して46％余の高さを示している。
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　足尾監獄は明治22年（1889）には廃止されているが，この栃木県会の論議
ははからずも，足尾監獄の存在が足尾銅山の労働者の労働条件を圧迫してい
たことと，その物価の高さを明らかにしている。
　明治9年（1876）副田欣一から志賀直道と共に足尾銅山を買収した古河市
兵衛は，翌10年（1877）買収金48，380円を支払い，銅山の引継ぎをうけると
足尾鉱業所長に浅野幸兵衛を任じた。その後，鉱業所長は児玉重道・鈴木誠
介・木村長兵衛・木村長七・近藤陸三郎と代り，明治36年（1903）にはそれ
まで東京鉱山監督所長だった人物であり，足尾銅山主古河市兵衛に対して
「鉱毒予防工事命令」を出した責任者である南挺三が就任した。
　木村長兵衛は古河市兵衛の甥であり，市兵衛が足尾を入手して以来その開
発に尽した人物である。
　古河市兵衛は明治36年（1903）没した。天保3年（1832）生れというから
71歳であった。市兵衛のあとは陸奥宗光の二子で市兵衛の養子になっていた
潤吉がついだが38年（1905）没し，そのあとを市兵衛の実子虎之助がついだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あな　鉱石は鉱脈の上を覆っている上磐をタガネとハンマーで孔くりし，その孔
に黒色火薬をつめて発破で取除いて採掘していたが，明治30年（1897）ドイ
ッのジーメンス社製の電気墾岩機をはじめて使用，35年（1902）にはアメリ
カのライナー社製ウオーターライナー馨岩機を採用した。これは4年前の18
98年ライナーが発明したものである。墾岩機は重量があったので支柱を必要
とし，大きな坑道を掘る場合でないと使用することが出来なかったが，39年
（1906〉には手持繋機を試験的に使用するにいたった。またジーメンス社は
15年（1882）坑内軌道用電車を発明しているが，足尾銅山ではこれも30年（
1897）採用した。
　またはじめ使用していた黒色火薬はダイナマイトにかわった。
　このように技術は進歩しつつあったが，それにともなってかえって一方で
は熟練工の必要度が低下し，かつ珪肺病者が増大しつつあったことも否定出
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来ない。
　また鉱毒事件のために，29年（1896）以来36年（1903）までに5回にわた
って鉱毒予防工事命令が出されているが，たとえ渡良瀬沿岸に対して期待通
りの効果がなかったとしても，その予防工事費も大きな負担であったから，
生産第一主義時代のようなドンブリ勘定的な高賃金は支払われなくもなった
ことと思われる。
　　「兇徒聚衆被告判決文」にいう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よろニ故市兵衛ノ之ヲ遇スル頗ル其ノ宜キヲ得，鉱夫皆欣ヒテ其業二就ケリ。
　前年市兵衛病没シ，此年物価騰貴シ鉱夫ノ生活世ト共二進ムモ，其賃金露
　性時二同シク，尋テ南挺三ノ同鉱業所長ト為ルヤ自ラ奉スル甚タ厚ク，鉱
　夫ヲ遇スル極メテ苛酷ニシテ，秋毫モ仮借スル所ナク，坑夫ガ自家ノ薪二
　供セントシテー小木片ヲ坑内ヨリ持チ去ルモ猶之ヲ罰スルニ至ル。其他労
　働時間ヲ延長シ毎月二日ノ休暇ヲ廃止スル等，之ヲ市兵衛存在ノ時二比ス
　　　　　　しようじよう　レバ其寛厳菅香壌ノミナラス　加之其役員ハ威福ヲ壇ニシ驕奢ヲ逞フシ，
　　　　　　　　ほと　賄賂ヲ貧ラサル者幾ント希ニシテ，甚シキハ自ラ進ミテ贈賄ヲ促カスニ至
　リ，賄賂二由テ以テ賃銀ノ多寡業務ノ難易ヲ異ニシ，鉱夫ノ不平二堪ヘス
　　　　　　　　　　　　　　　　すなわシテ筍モ役員ノ命二従ハサル者アレバ轍チ下山処分ト称シテ忽チ解雇セラ
　レテ，一朝生活ノ途ヲ失フニ至ル
と。　「判示事実」のうち巡査石川宇吉の報告書によれば，坑内より腐朽した
細小の木材を持ち出しても罰金を取られるようになったほか，役員（註現
場員）は古河市兵衛存命中は技禰の如何により各部門の労働者より抜擢した
が，南挺三が鉱業所長となってからは支柱夫からしか採用しなくなったこと，
市兵衛存命中は坑夫が一ヵ月のうち2，3日位休業しても減米の制裁がなか
ったが，南挺三時代となると一日欠勤しても1升5合を減じ，市兵衛生存中
は労働時間は6時間であったのを，南挺三は8時間と改め，市兵衛生存中は
一ヵ月に公休2日，そのほか2日位欠勤しても本番50銭2日分の賞与があっ
たのに，南挺三は公休日を廃止したうえ，罰金5銭でも徴収された者には賞
与は給せず，入坑5分間も遅れ，出坑5分間を遅れたときは罰金5銭から25
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銭ほどを科する規定をつくって実行，市兵衛存命中は正月および山神祭には
労働者に酒肴を与えたが，南挺三はこれを廃止してしまったという。
　本番賃金とは日給のことであって，仕事の出来高によらずして給与するも
のである。日給制によって雇傭されている者を本番夫と称し，支柱夫，運搬
夫などがあり，坑内において労務に服する者を広義に鉱夫といい，狭義にお
ける鉱夫（坑夫〉，すなわち採掘に従事する者は皆請負賃金であった。鉱業所
長が木村や近藤の時代には，所長自らも時折坑内へ入り状況を視察し監督し
たから，現場員も所長の目をおそれたが，南が所長となってからはそれもな
く，その横暴ぶりは目にあまるものがあった。
　　古河鉱業所二於ケル未曽有ノ騒擾ヲ惹起セシ原因ハーニシテ止ラズト錐
　モ其遠因タルベキモノハ役員ガ坑夫及飯場頭ヨリ収賄シ其多寡ニヨリ労銀
　ヲ異ニシ且待遇ヲニ三ニシ，調度課二於テハ味噌其他日々ノ需要品ノ供給
　二至ル迄同一金円ヲ提供スルニ関セズ，労働者ノ分ト役員ノ分トヲ著シク
　異ニシ，役員対労働者ノ関係ハ平素二於テ主人ト僕トノ如キ状態ナリシヨ
　リ不平ヲ鳴ラシ，労働者ノ内坑夫等ハ其待遇ノ苛酷ナル事実ヲ公言スルニ
　至レルハ実二今回騒擾ノ遠因　　（明治40年2月15日警部川島兵三郎報告）
と足尾銅山兇徒聚衆被告事件探査顛末第一回報告にものべている。
　右の第一回報告「労働者騒擾ヲ惹起シタル近因」には
　一，労働者中坑夫等ガ騒擾ヲ惹起セシ近因ハ単一ノモノニアラズ，第一労
　銀問題二関スル事，第二社会主義者タル至誠会主領南助松・永岡鶴蔵及山
　口菊蔵・丸山助松等ノ教唆煽動二因ル事等ニテ．南事務所長ガ往々労働者
　ヲ苛酷二取扱ヒタルモノ基因トナリタルモノノ如シ
といっている。
　永岡鶴蔵と南助松は北海道夕張炭鉱の坑夫であった。二人は明治35年（19
02）5月，犠牲・至誠・献身をめざして，労働者の品位を高め，資本家と対
等の立場で交渉することを目的に大日本労働至誠会を結成した。その理想と
する犠牲・至誠・献身はキリスト教に発していることはいうまでもない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むなひ　永岡は文久3年（1863）奈良県吉野に生まれ，15歳にして同地の宗日鉱山
に手子として入り，その後和歌山県・岡山県・兵庫県・愛媛県・新潟県・秋
田県等の鉱山を坑夫として渡り歩いたが，秋田県の荒川鉱山にいたとき，外
人宣教師の説教を聞き感銘をうけて，キリスト教の信仰に入るとともに，他
人のために献身することを誓ったという。彼は明治35年北海道の夕張炭鉱の
坑夫となったが，翌36年坑夫をやめて甘酒売りをしながら，南助松と大日本
労働至誠会を組織，ついに片山潜らと日本坑夫組合を組織したが，この年12
月28日足尾銅山にうつり，翌年片山潜と相談し，労働者の品位を高め権利を
増長し幸福を増進するのを目的として労働同志会を組織（被告人永岡鶴蔵第
一回調書）した。この趣旨は北海道において組織した大日本労働至誠会と同
じである。会員は1，400人ほどとなったが，小滝・通洞の飯場頭山田菊蔵ら
がこれに対抗して協和会を設立したため，共倒れとなってしまい，両者合同
して大日本鉱山労働会と改称，一時は盛大となったが，問もなく振わなくな
ってしまった。
　そこへ北海道夕張から南助松が永岡を頼って来山，大日本労働至誠会支部
を組織したのである。南は明治6年（1873）生れ，31年より夕張で坑夫をし
ていたが，36年労働至誠会を組織する目的で坑夫をやめて納豆売りとなり，
38年より月刊雑誌「新月報」を発行，39年よりこれを「至誠」と改題し月2
回発行していたという。
　「至誠ノ主義ハ如何」との望月彦吉判事の問に対して，　「労働者ノ品位ヲ
高ムルコト，独立自営ノ精神ヲ酒養スルコト，勤倹貯蓄ヲ奨励スルコト，相
親ミ相助クルコトノ四個」であると答えている。
　南は39年11月足尾に移り，永岡と協力して至誠会支部の結成につとめ，12
月5日金田座で20銭の会費で発会式を行うにいたった。至誠会は「賃金の増
加，米の改良（職員は内地米，労働者は南京米であった〉，鉱業条例を実行し
坑内の衛生を改良する」ことの請願をスローガンとして組織の拡大をはかり，
各所でしばしば演説会をもよおした。
　これまで労働同志会や大日本鉱山労働会は会社と対立することを避けて飯
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場頭や現場員だけを攻撃していたが，至誠会は資本家や足尾銅山の労働政策
を攻撃して「賃金引上げ，飯米の改善，贈賄をさせないこと，坑内衛生の改
良」等を主張して会社に要求した。
　その演説会における演説の内容も，たとえば12月10日頃のいろは座におけ
る演説会で，永岡鶴蔵は「強盗殺人ト資本家ト敦レカ罪悪アリヤ」　（被告永
岡鶴蔵第二回調書），1月8日金田座では800余名の聴衆に山本利一は，「労働
問題二付テハー命ヲ拠ッテ遣ルト言フ覚悟ハ無ケレバナラヌ。畳ノ上デ死ヌ
ノハ男子ノ恥デアルト言フ決心ニテ傲慢無礼ノ資本家二迫マル事ヲ希望ス」
（被告南助松第二回調書　但しこれは予審判事望月彦吉の質問（おそらく臨
検の巡査の報告にもとずく》であり，南助松は「左様ノコトハ聞キマセヌ，
只私ハ足尾銅山ノタメニ片手ヲ失ッテ居ル，然ル千会社デ救助シナイト言フ
事実ガアルト言フ趣旨デ陳ベタ　労働問題ノ解決ハ労働者自身ガナサネバナ
ラヌ。併シ乍ラ労働問題ノ運動ノタメニテ自ラー命ヲ批ッテヤルト言フ趣旨
ダト思ヒマシタ」と答えている）。南助松は「先ッ団結ノ勢力ヲ作レ」と題
して「南挺三ハ60円ノ鉱山監督署長ヨリー躍250円ノ所長トナリ，日本政府
へ対シ不忠此ノ上無キ大罪人デアル。斯ル大罪人二使役セラルル労働者ハ牛
　　　　　　　　　わか馬視セラレシハ燧カニ分リマシタ云々」（被告南助松第六回調書）。永岡鶴蔵は
「我党ノ運動方法」と題して，「正義ヲ守リ静カニ運動スレバ目的ヲ達スル事
ガ出来ル。決シテ暴レ出テハナラヌ。其例トシテ赤沢羽山大阪砲兵工廠ハ暴
ヲ為シタルタメニ失敗シ終タ。是レニ反シテ大阪・製糖会社ハ暴レ出デザル
タメ目的ヲ達シタ。故二暴二出デズ静二要求ヲセネバナラヌ。若シ要求ヲ容
レザル場合ニハ我々ガ自由行動ヲ採ル積リデアル。若シ其自由行動ヲ資本家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マおガ妨害スレバ，正当防禦トシテマッチモ買ヘル，石油モ買ヒル。石油マッチ
ハ我々ノ武器デアル。夫レヲ利用スレバー晩ノ内二2千万ノ財産ガ灰トナル
デハナイカ。併シ川地鉱務課長ハ我々ノ願ヲ容ルルニ相違無イ云々」　（被告
永岡鶴蔵第二回調書）。1月26日には金田座に集った1，104人の聴衆に向って
南助松は，　「南所長二立会演説ヲ促ス」（被告南助松第六回調書），永岡鶴蔵
は「南所長ノ言責ヲ糺ス」（被告永岡鶴蔵第二回調書）と題して演説している。
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　　　　四
　鉱山には「友子」という坑夫の親分子分関係にもとずく技能養成・共済互
助の制度があった。江戸時代から大工・左官・建具・屋根瓦・陶磁器・鍛治
その他の諸職人に「サイギョウ」と呼ぶ渡り職人の慣習があったが，これも
技能養成・相互扶助の制度であり，友子制度は多人数の労働者が集っている
鉱山労働者同志であるだけに，さらにこの二つの目的を強化したような制度
であった。
　技能を磨くために各鉱山を渡り歩くことはもちろん，怪我をしたり病気の
ため労働不能になった場合，全国の鉱山の友子同盟に奉加帳を送ったり，奉
加帳を持って本人が鉱山をまわったりした。
　永岡鶴蔵が各地の鉱山を坑夫として渡り歩いたのも，この友子制度を利用
してのことであったし，大日本労働至誠会を北海道夕張だけのものとせず，
全国的な労働組合組織とする構想をいだいて足尾に来たのも，友子制度が示
唆を与えたものと思われる。足尾銅山では友子同盟の運営は各飯場から2人
ずつ選出された山中委員によってなされていた。友子の積立てた金を「箱」
といい，坑夫の委任状を得てこの会計を預かるものを箱元と呼んでいた。友
子の会費は飯場頭がその他の諸費と共にひとまとめにして坑夫の給料から差
引き，飯場頭が箱元となっているものも多く，そのような飯場では会計もあ
いまいだった。山中委員の中には至誠会の運動に共鳴し，これに加わるもの
も多かったが，箱（金銭収納権）を飯場頭から取り戻し，その会計を明らか
にしようということになった。実に暴動が起った2月4日は，友子の箱を飯
場頭が山中委員に引き渡すことになっている日であった。
　また山中当番総代会は，　「本番賃金の6割値上げ。賃金には性々違算ある
につき現場員より間代を記入した受取りの証明書を出すこと。病傷者の救助」
等24項目の待遇改善の請願を2月6日の至誠会総会にかけ，その賛同を得て
鉱業所に提出することとなった。
　至誠会の声価が高まり，山中委員もこれに加わって待遇改善の請願をした
り，箱を取り戻そうとするようになると，飯場頭たちもこれを黙過出来なか
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った。しかも至誠会の要求の一つは飯場制度を解体して坑夫を会社の直轄と
なし，飯場を坑夫の下宿とするにあり，これは飯場頭の中間搾取の利得を失
わせるものであった。一部の飯場では，「至誠会に入会する者は解雇せよと
いう会社の命令である」との掲示をなしたりしているが，本山・通洞・小滝
・貴子橋等の各坑の飯場頭は1．月7日「賃金6割増，飯米の改良」その他の
請願書を会社に提出するにいたった。
　「事件探査顛末第1回報告」の「第二労働者騒擾ヲ惹起シタル近因」の（
二）に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きりはくち　坑夫等ノ労銀ハ1日平均金65銭ノ標準ナレドモ，各切端ロヲ鑑定シテ受
　負ハシムルヨリ30日ノ終リ迄ハ標準ノ労働銀ヲ得ラルル仕組ナレドモ，切
　　　　　　　たまたま　端ロノ悪シキ処ヲ会々受負タル坑夫ハ甚シキハ1日金10銭力金20銭位カニ
　相当セサルアリ。彼等ハ物価騰貴ノ折柄ナレバ全然受負制度ヲ廃止シ，労
　銀ヲ此ノ際1日金70銭以上金1円20銭以下ト標準ヲ定ムベシト主張シ，隠
　二至誠会ノ主領者タル南助松・永岡鶴蔵等ト気脈ヲ通シ，重立タル坑夫丸
　山助松外23名ノ山中委員（山中員ノ氏名ハ別記ノ如シ）等力謀議ヲハカリ，
　三山即小滝・通洞・本山ノ坑夫合同ノ上労銀値上ケ請願書ヲ南所長二提出
　セントシテ運動計画中，坑夫飯場頭等ノ探知スル処トナリタリ。飯場頭等
　ハ彼等至誠会二労銀値上ゲ，時間ノ改正，坑内衛生，待遇均一等ノ請願目
　的ヲ達セラレテハ我々ノ業務ヲ失フノミナラズ，従来彼等ヲ統禦シ来リタ
　ル権威ヲ墜シ地位転倒シテ彼等ノ雑役者タルニ至ルベシトノ杞憂ヲ抱キ，
　通洞飯場頭役等ノ遊説二来リタルヲ奇貨トシテ，本山坑夫飯場頭役ノ大当
　番二当レルカ組飯場頭役横谷平左衛門・ロ組頭役佐藤勘蔵・ハ組飯場頭役
　秋田善六・ヨ組頭役小柳清五郎・ヌ組ノ頭役若山亀次郎其ノ他本山飯場頭
　役全部ノ者等本年1月5日ヌ組飯場内二集マリ，労銀値上ケノ件坑夫雇フ
　ルル時事務所ヨリ旅費ノ補助ヲ受ル事ヲ掘子手数料ヲ手当トシテ下付スル
　事二通洞ヨリ申込マレタル，坑夫手数料ヲ3銭トスルノ件ヲ削除シ前記3
　件ヲ可決協定ノ上請願書ヲ作製シ，其翌日7日ラ以テ南事務所長二提出ス
　ルニ至レリ。是ヨリ先，南助松・永岡鶴蔵ノ至誠会主領者ハ坑夫及其他ノ
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　労働者ヲ教唆煽動シテ古河鉱業事務所ヲ威喝シ窃二多大ノ金円ヲ貧ラント
　スルニハ単二労働者ノミニテハ充分ナル活動ヲ成シタルコト能ハズト思惟
　　　　　　　　　　　　　しばしば　シ，南助松等ハ客年11月中ヨリ数々三山飯場頭役ノ家ヲ歴訪シ至誠会ノ目
　的ト精神トヲ説破シ同会員タランコトラ勧誘シ，殊二勢力アル飯場頭二対
　シ頻リニ相提携シテ事ヲナサシムベキ旨ヲ申込ミタル，其頭役等ハ断然謝
　絶シテ応ゼザルノミカ，至誠会二何等一片ノ交渉ヲモ遂ゲズ突然前記ノ如
　ク請願書ヲ提出スルニ至レルヨリ，南助松等一味ノ輩ガ大二憤慨シ，1月
　8日金田座二於テ演説会ヲ開キ，飯場頭役ノ従来労働者二対スル行為ノ人
　道二違犯スル事柄ヲ攻撃シ，是ヨリ飯場頭役等ト南助松・永岡鶴蔵等ト相
　反目シテ互二敵視スルニ至レリ。因テ至誠会ハ勢力挽回策トシテ坑夫等ヲ
　煽動シ，頭役等ノ請願ヲ躁躍シ陽二至誠会ノ勢力ヲ示シ，以テ我目的ヲ達
　セント図リ暴行セシメタルモノノ如シ
とのべ，飯場頭がとつぜん賃金値上げの請願を行った前後の事情を明らかに
している。
　飯場頭等の賃金値上げ請願をうけた南挺三所長と川地庶務課長は早速上京
して，古河鉱業会社の本社で協議を遂げている。
　　南鉱業所長及び川地庶務課長ハ頭役ノ提出シタル賃金値上ケノ要件ニテ
　上京シタル事ハ殆ント坑夫一般ノ知ル処ニシテ，又鉱業所長等帰足ノ上ハ
　多少ノ賃金上ル事モ然ル如キ事情二依テ坑夫及ビ其ノ他ノ者モ推知シ得ベ
　ク，然ルトキハ至誠会ノ尽力水ノ泡二帰スベク，従テ労働者二対スル至誠
　会ノ骨髄タル南・永岡其ノ他ノ重ナル山中惣代等ハ体面ヲ損シ，又利己主
　義ノ失望スル処ナリヲ以テ，一方ニハ山中惣代ヲ利用シ其名義ノ下二請願
　書ヲ提出セシメ，一方ニハ己レ之ヲ鎮メタル如ク装ヒ会社二対スル恩恵ヲ
　示シ己レノ欲スル目的ヲ達センガタメ2月11日大会ヲ待ツ能ハザル事情二
　迫リ終二其ノ機ヲ速メタルモノナラン（巡査広瀬平重郎報告）
と，この報告書には飯場頭が請願書を提出，これに鉱業所長が素早い対応を
示したので，至誠会は賃上げの功績を飯場頭にとられてしまうことをおそれ
て，山中惣代に請願書を提出させようとはかったり，暴動を起させたように
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のべているが，実は山中惣代が請願書を提出しようとしているのを知って，
飯場頭が至誠会の功となることを妨げるために抜けがけに請願書を提出した
のであり，南鉱業所長もその事情を熟知しているが故に，早速これに対応し
たものであった。
　　五
暴動の発端について，南助松調書（判事望月彦吉〉によれば
問　然ラバ如何ナルコトヨリ暴動ガ起リシカ
答　至誠会ガ益々盛ンニナレバ我レ我レハ飯場制度ノ改良ヲスル積リデア
　リマシタ。其ノ飯場制度ヲ改良スレバ頭役等ハ不利益トナリ，又不正ノ
　役員ハ坑夫ト結托シテ賄賂ヲ取リ居リ，夫レヲ至誠会ニテ坑夫ノ品位ヲ
　高ムレバ其ノ収賄スルコトガ出来ヌコトニナルカラ至誠会ヲ忌ムデ居ル
　為二頭役ガ至誠会ヲ敵ノ如ク思ッテ居リマスカラ，坑夫等ヲ使ッテ暴行
　ヲ為スニ至レバ，我レ我レ至誠会ノ運動員ハ警察力ニヨッテ拘引サルル
　ニ相違ナイ，従テ至誠会モ潰レルカラ至誠会撲滅ノ為二頭役ト不正ノ役
　員トノ間二於テ今回ノ暴行ヲサセタコトト思ヒマス。又一ツニハ小島場
　長宅ニテ秘密会ヲ開イタコトアリ，又前申立ノ如ク泉屋二秘密会アリ，
　且ッ本山庶務課二於テモ秘密会ノアッタコトハ前申シタ如クデアリマス
　カラ会社ノ役員力坑夫二暴行サセテ我レ我レ至誠会員ヲ拘引サセテ撲滅
　サセン策テアッタカトモ思ヒマス。
問　然ラバ　坑夫等ガ暴行スレバ至誠会ノ運動員ハ拘引サルルコトト思フ
　カ。
答左様デアリマス。
問　何ノ為二坑夫ガ暴スレバ至誠会ノ運動員ガ拘引サルルノカ。
答　川地庶務課長ノ話二君等ノ運動ハ正義デアルガ会社二於テ君等二退去
　ヲ命ズルコトハ出来ヌコトハナイト言フ話ヲ為シタコトアリ，坑夫ニモ
　至誠会員ガアルカラ坑夫ガ暴行スレバ従ッテ我レ我レニモ関係ヲ及ボシ
　警察力ヲ以テ拘引サルル結果ニナルモノト思ヒマス。
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　　又通洞飯場二於テ坑夫等ヨリ炭油等二対スル飯場割1円50銭程ヲ徴収
　　シマスガ（実際計算スレバ8・90銭シカ掛ラヌノヲ），一号ノ石田喜四郎
　　ガ其レ丈ケデハ出来ヌカラ上ゲロト申シタタメ大西佐市ガ主張シ他ノ坑
　夫ト相談シ，其ノ飯場割ヲ出サズ各坑夫等ガ独立スルコトニナリマシタ
　為二，頭役ハ大西佐市二酒ヲ飲マセテ其ノ事実ヲ聴キ又隔シタト言フコ
　　トヲ聞キマシタ。
　　是等二依テモ頭役力我レ我レノ飯場制度改良ヲ好マサルコトガ分リマ
　ス故，頭役ハ至誠会ヲ撲滅セシムル牽制運動トシテ坑夫等二暴行サセタ
　モノト思ハレマス。
　問　多数ノ坑夫及ビ其ノ他ノ者ハ今回ノ暴動ハ至誠会デ演説シテ「ヲダテ」
　タ結果デアルト申立ルガ如何。
答　決シテ左様ナコトトハ信ジマセン。
という問答が判事との間になされている。
　明治40年（1907）2月4日朝，通洞坑の見張所で坑夫が現場員に暴行する
事件が起った。
　「4日坑内暴行ノ際坑場附近状況報告」（菅吉郎）によれば
　　4日坑夫ガ坑内見張二暴行中ノ電話アリシハ午前9時25分頃ナリシガ，
　至誠会支部長南助松ガ10時頃来場シ坑場長二面会ヲ求メ変事ニッキ見舞ヲ
　　　　　　　　　　　かん　　　　　　　よそお述べ自分ハ今回ノ出来事二干セザルオ粉ヒ坑場長室二来リ，坑夫ガ坑内ノ
暴行二付テハ予テ我会ハ事軽挙二出デザル様訓諭シ置タルニモ不拘裳二至
　ラシメタルハ他二原因アルカノ如ク申シ居レリ。
　同11時二至リニノ方入坑セル坑夫15名20名ト党ヲナシ不穏ノロ調ヲ以テ
続々出坑シ坑口見張坑場ノ正面二集合セリ。同11時15分頃南助松・永岡鶴
蔵外二林小太郎・井守伸午ノ4人ハ群集セル坑夫（約300名）二対シ，彼
等4名ハ帽子ヲ振リ上ゲ解散セシムルコトニ努メ表面鎮静的ナル演説ヲナ
セリ。其ノ大要ハ大日本至誠会足尾支部長南助松ト自称シ，此ノ際ハ最モ
重大ナル事件ナルヲ以テ諸君ハ皆慎重ナル態度ヲ持チヤラナケレバナラヌ
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　ト訓示シ，解散二努メタリシカノ如クナリシモ，全部ハ容易二引揚ザリシ。
解散ヲ終ラザル以前一号坑夫大西佐市ハ坑口見張附近二入坑セザル体ヲ粉
　ヒテ羽織ヲ着シ傍観シ居リシヲ目撃シタル，午前過ギナリシガ同人ハ坑内
　暴行当日ハ昼夜ヲ四ッ方二分チタル6時間勤務ノニノ方ニシテ午前6時ヨ
　リ12時迄就業スルノ筈ナリシモ（平日ナレバ12時半頃坑口見張二着スル普
　通），　当時同人ハ10時40分頃坑口見張ヨリ自己ノ鑑札ヲ取リ出坑シタルモ
　ノナリ。
　　　　　　　　　　　　　　いわ　同日午前後0時28分頃南助松ハ日ク，ニノ方入坑者ニシテ100余名ノ残
　留者ヲ出坑セシメザレバ坑内火災アルノ恐レアルヲ以テ暴行者ヲ鎮圧スル
　為自分ノ入坑ヲ要求セシモ，坑場長ハ鉱業所二何等関係モナキ君二入坑ヲ
　願フハ気ノ毒ノ事，且ツハ之ヲ許ス限リニ非ズト拒絶セラレタレバ南ノ日
　ク，然ラバ山中惣代ヲシテ入坑セシメラレタキ旨要求セシニ依リ承認ヲ与
　ヘラレタリ。同日三ノ方ハ通常ノ如ク入坑セシモ坑内見張等ハニノ方入坑
　者二倣ヒ尚ホ暴行ヲ加ヘタリトカ言フ。而シテ三ノ方入坑セシ者ハ午後11
　時坑口見張二着スル筈ナリシモニノ方入坑残留坑夫100余名ト混同シテ午
　後6時ヲ合図二鯨波ヲ挙ゲテ出坑シ，坑場ノ周囲ヲ取囲ミ頻リニ石ヲ投シ
　窓硝子10数枚及ビ障子等ヲ破壊シタリ。同7時頃二至リ漸次解散セシモ，
　其ノ途中巡視部長前ヲ取囲ミ石ヲ投込ミ硝子ヲ破壊シタリト言フ（下略）
という。南助松ら至誠会員が鎮静に努力したのも水泡に帰し，5日午前8時
には通洞に交替する坑夫100余人と坑内から出た坑夫100余人が合流して，
貴子橋第一見張所を破壊し，本山有木坑の坑口でも坑夫数百人が坑内電車を
停め，同坑第一区見張所のガラス戸をこわし，本山坑第三区では区長に暴行
を加えたが，騒ぎを聞いてかけつけた南助松・永岡鶴蔵ら至誠会幹部はこの
鎮撫につとめてやっと解散させた。それが翌6日となると事態は一変する。
　6日午前9時　山中委員会は予定通り坑夫3，600余人連名の34項目の待遇
改善請願書を足尾鉱業所に提出した。その直後，至誠会幹部の南助松・永岡
鶴蔵・山本利一・井守伸午・武田清之助・林小太郎・薄井礼・利根川文江の
8人が教唆煽動をもって逮捕され，午後，兇徒聚衆罪をもって宇都宮裁判所
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に護送されてしまった。
　このことは坑夫たちを激昂させた。彼等は坑口の見張所を壊し，鉱業所長
南挺三の社宅を襲い，倉庫になだれこんでは手当り次第に夜具や衣類を引き
裂き酒を飲み，内局（足尾鉱業所の本部）を襲った。石油庫と火薬庫を爆破
したときは全山をゆるがす爆発音と共に物凄い火柱が立ちのぼり，かえって
それに興奮し殺気だった労働者たちは本山から赤倉・間藤などの町へと殺到
して行った。実にこの日倉庫・事務所各7棟・社宅116戸が破壊されたり焼
かれたりした。
　床の下に隠れていた所長南挺三が引き出されて重傷を負わされたほか，第
三区長高島虎五郎・坑部課長木部数枝・庶務課長川地喜三郎らも重傷を負っ
た。南挺三は東京の本社へ出張していたが，4日騒ぎが起きたとの報に取り
急いで足尾へ戻り，この災禍にあったのであった。
　坑夫たちは内局の建物を破壊するにあたって，中に掲げられていた明治天
皇と古河市兵衛の肖像を鄭重に取り外して警官に引き渡した。
　本山・通洞・費子橋の各坑で暴行事件が起ったが，小滝坑のみは起らなか
った。警部田村勘之進の報告書にいう。
　小滝坑場長ハ元本山二現場員ヲ勤メ累進シタル人ニシテ，能ク下情二通
　スルヲ以テ同所二於ケル現場員ハ本山・通洞・貴子橋等ノ現場員二比シ坑
　夫等二対スル不正行為認ナク，従テ坑夫等ノ之二対スル不平少クシテ，又
　坑場長ノ常二坑夫ヲ遇スル其ノ宜敷ヲ得タルガ故二一般二嘱望セラル。而
　シテ今回賃金値上ケ其ノ他ノ件二関シテハ小滝ハ自動的二非ズシテ，本年
　1月5日通洞ノ山中惣代旭藤太郎，同川上鶴蔵ヨリ交渉ヲ受ケタルガ動機
　トナリ，一般二相談シタルニ利慾二趨ルハ人情ノ弱点ナル故二終二提携事
ラ為スニ賛成二決シ夫レヨリ至誠会員ヲ募集スル有様ニシテ（下略）
と。はじめ騒ぎの主力は熟練工ともいうべき坑夫たちであった。だが6日の
大暴動にはあらゆる職種の労働者が加わっている。そしてこの日の夜半まで
荒れ狂い，7日には熱がさめたように静かとなった。この日栃木県警察官
300余名，群馬県警察官50名に加うるに栃木県知事中山己代蔵の要請によっ
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て高崎第15連隊第2大隊長吉野有武の指揮する3個中隊（将校20名・下士卒
330名）が到着して町内を警備した。大隊派遣にあたって師団長は，
　派遣大隊長二与フル訓令
　1．暴動ハ固ト軍隊二関係セルモノニアラザルヲ以テ軍隊ノ彼等二対スル
　　動作ハ最モ慎重ヲ加ヘサル可カラズ軽挙却テ事ヲ醸ス等ノ行為アルベ
　　カラズ。
　2．派遣部隊ノ行動一般二関スル区署ハ栃木県知事ノ指示二従フベシ。
　　軍隊ノ区分・配置，警戒ノ方法等ハ派遣大隊長之ヲ専任スベシ。但シ
　　知事ヨリ協議アル時ハ可成之二応スベシ。
　3．携行セル弾薬ハ軍隊自カラ危害ヲ受クルニ当リ他二手段ナキ時二至リ
　　派遣大隊長ノ命令ヲ以テ使用セシムルモノトス。
　4．出張服務間ハ栃木県知事二報告スル外師団長二報告スベシ。
　5．出張中二於ケル給養ハ栃木県庁ヨリ之ヲ受クベシ。
　6．任務終ラバ原所属二復帰スベシ。
　　原隊帰還後直チニ出張中ノ詳報ヲ出スベシ。
　　　　明治40年2月6日
　　　　　　　　　第1師団長　載仁親王
というものであり，連隊長の告諭及び訓示は
　　　告諭
　今回ノ事ハ倉卒二起リタルモ整々準備二着手シ速二編成ヲ完了シタルハ
　本職ノ満足スル処ナリ。出発後二於ケル動作ハ平素ノ教育ト諸官臨機ノ処
　置ニアルヲ以テ今更詳細ナル訓示ヲナスノ要ハ認メズ。只今後暴徒ハ如何
　ナル事ヲ為スモ軍隊二対スル敵ニアラサルヲ以テ，残酷ノ処置アルヘカラ
　ズ。
　暴徒ノ情況全ク不明ナルモ到着後己ムヲ得ズ鎮定二従事セザルベカラサ
　ルニ至レバ左ノ方針二従ヒ事ヲ処スルヲ要ス。
　　　訓　示
　暴徒鎮圧ノ為ニハ先ッロ頭ヲ以テ説諭シ之二服セザレバ銃剣ヲ擬シテ威
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圧シ，己ムヲ得サレバ空砲ヲ以テ先ツ鎮圧スルヲ計ルベシ。万己ムヲ得サ
　ルニ非サレバ実弾ヲ使用スベカラズ　己二武力ヲ用ユル以上ハ其ノ動作勇
敢ナルヲ要スルモ無関係ノ者二危害ヲ及ボサザルニ注意シーノ失体ナキコ
　トヲ期スベシ。
　居民二対シテハ勉メテ温和ヲ旨トシ粗暴ノ挙動ナキヲ要ス。
　右ノ如ク鎮圧ノ手段ヲ尽スト錐モ尚ホ命二従ハス反抗スル時ハ己ヲ得ス
勇猛奮進軍隊ノ威信ヲ損セサル如ク極力事二従ヒ万失体ナキヲ期スベシ。
　右訓示ス
　　　　明治40年2月6日
　　　　　　　　　聯隊長渡辺湊
と軽挙を戒め，着任後，勤務中にも大隊長は
　　　訓　示
　今回ノ挙タルヤ実二未曽有ノ事ニシテ之二当ル我々ノ責任ノ重大ナルコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんし　トハ実二戦二臨ミ敵ヲ引受クルヨリモ困難ナリ，即チ軍隊力社会ノ圓視内
　二立チ軍隊ト警察官トカ相連繋シテ暴徒ヲ鎮圧スルノ上二就テハ各々行動
　ノ区域モ定リアルコトニテ其範囲ヲ脱出セサルコトニ深ク注意セサル可カ
　ラズ，各自ハ高崎出発以来行軍途中二於テモ軍紀風紀ヲ厳守シ，弦二警戒
勤務二就クニ及ンテハー般能ク上官ノ命令二服従シ大寒ヲ冒シ日夜勤務二
勉励シ，何等ノ欠点ナク今日迄経過シタルハ大隊長ノ大二満足シ深ク感謝
　スル処ナリ。尚ホ今後益々奮励シ軍紀風紀ヲ守リ，勤務二精励シ以テ終リ
　ヲ全クスルコトニ注意シ，営門ヲ潜ル迄ハ少シモ安心スベカラズ。又一般
社会ハ戦後ノ軍隊トシテ非常二我々二注目シアル時機ナルヲ以テ，地方人
　民官吏二対シテハ円満以テ之二対シ，殊二舎主二就テハ深ク注意シ彼等ヲ
　シテ些少モ不快ノ念ヲ起サシメザルヲ要ス。又新聞記者モ多数入込ミ居ル
　事ナレバ之二付テモ充分注意ヲ払フヲ要ス。一ロニ言ヘバ万事二就テ細心
　　　　みなとぐち　注意シ，湊ロニテ舟ヲ覆ヘサザルコト最モ緊要ナリ。
　右訓示ス
　　　　明治40年2月11日
　　　　　　　　　　　　　一52一
　　　　　　　　　　派遣大隊長　吉野有武
　（渡良瀬川鉱毒根絶毛里田期成同盟会「足尾派遣大隊詳報」昭和55年）
と戒めている。まだその頃の軍隊の指導理念は健全なものであった。
　　　六
　この暴動事件で逮捕者の数は300余名におよび，このうち38名が起訴され，
28名が有期徒刑12年以下罰金5円にいたるまでの刑を宣告されたが，主魁と
みなされて逮捕された南助松・永岡鶴蔵はじめ井守伸午・林小太郎・山本利
一郎ら至誠会幹部は一審で無罪となった。
　彼らが主張した飯場頭教唆説も採用されなかったが，彼らもまた教唆の事
実なしと認定されたのである。すなわちこの暴動は日頃不満と恨みをいだい
ていた多数の民衆が集合することによって，自然発生的に興奮し，暴行にお
よんだとみなしたのである。
　無罪となった至誠会幹部に対しては検事が控訴し，有罪とされた被告たち
もこれを不服として控訴したが，いずれも棄却となり，さらに大審院へ上告
したが，大審院でもそれぞれの上告は棄却された。
　南ら無罪となった五名の幹部について，彼らがしばしば演説会をひらき「
労働者ノ為二足尾鉱業所ヲシテ南京米支給制度ノ改良，賃金値上等ヲ実行セ
シムトノ標榜ノ下二同会社ヲ攻撃シ役員ヲ罵倒シー致団結ノ要ヲ説キ被告南
助松ノ如キハ坑夫等ニシテ解傭（若クハ下山処分）二遇ハバ至誠会支部二来
レ，相当賃金ヲ得ベキ場所二案内スヘキ旨ヲ言明シ頻リニ其ノ入会ヲ促シ」
たため坑夫等は「警醒セラル所モアリ賃金ノ低廉役員ノ不公平等二付自覚ノ
念ヲ強フシ加フルニ下山処分ノ憂催スルニ足ラサルコトヲ感シ其ノ意気日一
　　　きぴす日二昂リ踵ヲ摂シテ同会二入会」したとしても「本件暴動ヲ為スベク教導誘
引シタル事実二非ズ。抑モ教唆罪ハ教唆者二於テ他人ヲ教導誘引シテ犯罪ヲ
決行セシメタル事実アルヲ要件トスルモノニシテ其ノ犯罪実行ト教唆者ノ所
為トノ間ニハ自ラ因果ノ関係ヲ保有スルモノナルコトハ刑法第105条ノ解釈
上洵二明カナリ」と，原判決において被告5人を無罪とした理由は完備して
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いて毫も欠くるところがないとの判断によるものであった。
　はじめにのべたように幸徳秋水はこの暴動を高く評価している。しかしそ
れは南・永岡らの望むところではなかった。彼らは暴挙が至誠会壊滅の口実
となることをおそれてこれをくい止める為に努力したのであり，彼らの逮捕
が大暴動につながり，その結果至誠会は壊滅するに至ったのである。
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